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Ａ．研究目的 

厚労省国民生活基礎調査による要介護の原因

の上位疾患のうち、3位である高齢による衰弱

の前段階として、フレイルという概念が社会に

浸透しつつある。フレイルとは身体的問題、精

神・心理的問題、社会的問題を含む概念である

が、身体的問題の主体を成すのは加齢性筋量減

少症(サルコペニア)、すなわち筋肉の疾患であ

る。続いて要介護の原因の 4位に骨折、5位に

関節疾患と運動器の疾患が続いており、介護予

防のためには運動器疾患の予防が極めて重要

であることがわかる。 

そこで日本整形外科学会は移動機能の低下

をきたし、進行すると介護が必要になるリスク

が高い状態をロコモティブシンドローム（ロコ

モ）と定義し、2013年に簡易診断のためのロコ

モ度テストを発表し、2015 年にはロコモ度 1,2

を判定する臨床判断値を発表した。さらに

2020 年には移動機能の低下が進行し、社会参

加に支障をきたした状態をロコモ度 3 と定義

した。ロコモ度 3を含む臨床判定値の最も新し

いバージョンは 2020 年に発表され現在に至っ

ている。しかしまだロコモの疫学的側面、すな

わちロコモの有病率、発生率などの疫学指標に

ついては不明の点が多い。 

我々は運動器疾患を主たる予防ターゲット

として 2005 年に設定した地域住民コホート

ROADスタディにおいて、2005 年から 2019 年ま

での 13 年間の追跡調査の結果のデータリンケ

ージを実施し、運動器住民コホートの長期追跡

データセットを完成した。このデータセットか

ら、第 3 回 ROAD スタディ〜第 5 回 ROAD スタ

ディのロコモ度テストに関する経年的解析を

行いロコモ度 1, 2, 3 それぞれの発生率を推

定した。 

 

Ｂ．研究方法 

一般住民を対象とした大規模住民コホート

（ROAD）において、2005年から 2019 年までの

13 年間の追跡調査の結果のデータリンケージ

を実施し、長期追跡運動器住民コホートデータ

セットを完成した。 

ロコモの発生率推定のためのロコモの診断

にはロコモ度テストを用いた。 

ロコモ度テストは立ち上がりテスト、2ステ

ップテスト、ロコモ 25 からなる。まず立ち上

がりテストは、10cm、20cm、30cm、40cmの 4つ

の高さの台を準備し、片脚または両脚で立ち上

がれるかどうかで脚力を測るテストである。2

ステップテストは、できるかぎり大股で 2歩歩

研究要旨 第 3 回 ROAD スタディ（2012−13 実施）の参加者 1,575 人(男性 513 人、女性 1,062
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今後ロコモの発生率に影響を及ぼす要因について検討を加えるとともに、さらなる追跡による長
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き、2歩分の歩幅を測定し、身長で除して 2ス

テップ値を算出する。2ステップ値により、下

肢の筋力、バランス能力、柔軟性などを含めた

歩行能力を評価する。ロコモ 25 問診票は、過

去 1 ヶ月の間に体の痛みや日常生活の困難が

なかったかどうかについての 25 項目の質問か

らなる。ひとつひとつの問診項目について最も

悪い(4 点)〜最もよい（0 点）の評価値が与え

られ、それらの単純加算により、0（最もよい

状況）〜100点（最も悪い状況)の得点がつけら

れる。 

ロコモ度テストにより、ロコモ度 1、ロコモ

度 2、ロコモ度 3の 3つのステージの判断が可

能である。その臨床判断値は以下の通りである。 

1) ロコモ度１ 

① 立ち上がりテスト：どちらか一方の脚で

40cm の台から立ち上がれないが、両脚で 20cm

の台から立ち上がれる 

② 2 ステップテスト：2 ステップ値が 1.1

以上 1.3未満  

③ ロコモ 25：結果が 7点以上 16点未満 

 ①〜③のうちひとつでも該当すれば、その

対象者はロコモ度 1該当と判定され、移動機能

の低下が始まっている状態と判断される。 

2) ロコモ度 2 

① 立ち上がりテスト：両脚で 20cm の台か

ら立ち上がれないが、30cm の台から立ち上が

れる 

② 2 ステップテスト：2 ステップ値が 0.9

以上 1.1未満 

③ ロコモ 25：結果が 16 点以上 24 点未満 

①〜③のうちひとつでも該当すれば、その対象

者はロコモ度 2該当と判定され、移動機能の低

下が進行している状態と判断される。 

3) ロコモ度 3 

① 立ち上がりテスト：両脚で 30cm の台か

ら立ち上がれない 

② 2 ステップテスト：2 ステップ値が 0.9

未満 

③ ロコモ 25：結果が 24点以上  

①〜③のうちひとつでも該当すれば、その対

象者はロコモ度 3該当と判定され、移動機能の

低下が進行し、社会参加に支障をきたしている

段階と判断される。 

ROAD コホートでは、第 3 回 ROAD スタディ

（2012−13実施）からロコモ度テストを実施し、

継続している。 

そこで、第 3 回 ROAD スタディ（2012−13
実施）の参加者 1,575 人(男性 513 人、女性
1,062 人、平均年齢 65.6 歳)を対象として、第

5回 ROADスタディ（2018−19実施）までのロコ

モ度テストに関する経年的解析を行いロコモ

度 1, 2, 3それぞれの発生率を推定した。 

 

倫理面への配慮) 

本研究の研究母体となるコホート ROAD スタデ

ィの設立、追跡については、東京大学および和

歌山県立医科大学倫理委員会にて承認されて

いる(東京大学研究倫理審査委員会 1264、和歌

山医大倫理委員会 373)。 

本研究は、人を対象とする生命科学・医学系

研究に関する倫理指針（令和３年文部科学省・

厚生労働省・経済産業省告示第１号）、遺伝子

治療等臨床研究に関する指針（平成３１年厚生

労働省告示第４８号）､厚生労働省の所管する

実施機関における動物実験等の実施に関する

基本指針（平成１８年６月１日付厚生労働省大

臣官房厚生科学課長通知）を遵守するとともに、

東京大学で定めた倫理規定等を遵守して行う。 

 

Ｃ．研究結果 

ROADスタディでは、第 3回調査（2012−13）に

おいて、1,575 人（男性 513人、女性 1,062人)

の地域住民を対象にロコモ度テストを実施し

た。 

前述のロコモ度テストの基準を用いて、ロコ

モ度 1、2、3それぞれの発生率を推定したとこ

ろ、ロコモ度 1の発生率は総数 83.7/1000人年
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（男性 70.0/1000 人年、女性 90.6/1000 人年、

女性＞男性(p<0.05)）、ロコモ度 2 は総数

23.0/1000 人年（男性 20.3/1000 人年、女性

24.3/1000人年、男女差なし）、ロコモ度 3は、

総数 18.6/1000人年（男性 16.2/1000人年、女

性 19.8/1000人年、男女差なし）となった。こ

れを性・年代別に図１に示す。 

 

図１．ロコモ度 1,2,3それぞれの性・年代別発

生率 

 

 

（文献 13より引用） 

 

Ｄ．考察 

地域住民の６年間の追跡により、ロコモ度

1,2,3それぞれの性・年代別発生率が推定でき

た。ロコモ度 2,3 では男女ともに年齢とともに

発生率が上がっていた。今後ロコモの発生率に

影響を及ぼす要因について検討を加えるとと

もに、さらなる追跡による長期のロコモの有病

率のトレンドの変化やそれに影響を及ぼす要

因についても検討する。 

 

Ｅ．結論 

地域住民コホート参加者の 6 年間の追跡の結

果から、ロコモ度 1、2、3それぞれの発生率を

推定したところ、ロコモ度 1 の発生率は

83.7/1000 人年、ロコモ度 2 は、23.0/1000 人

年、ロコモ度 3 は 18.6/1000 人年と推定され

た。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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